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「東日本大震災に関する鳥類の保全に向けての提言」について

（財）山階（やましな）鳥類研究所では、3月 11 日に発生した東日本大震災に関連して、野

生鳥類に保全上必要な対策をまとめ、提言として、文部科学省と環境省に提出いたしました。

本件についてのお問い合せ先

（財）山階鳥類研究所 広報主任：平岡考 

電話：04-7182-1101　FAX:04-7182-1106

携帯電話：090-5332-2769

今回の地震・津波・原子力災害については、被害を受けた人々の一刻も早い生活の再

建が何にもまして優先されるべきなのは当然ですが、被災地とその周辺に生息する野生

動植物にも多大な負の影響を与えていることが推測されます。その影響の大きさを正確

に評価し、野生動植物の保全を図ることも緊急を要する課題の一つと考えられます。環

境の指標としての野生鳥類への影響を調査することは、私たち人間の安全の検証のため

にも重要です。

この提言は、（財）山階鳥類研究所が、地震・津波・原子力災害に関係して、1.　海鳥

について、2. 沿岸生鳥類について、3. 陸鳥について、4. すべてのグループに共通する

課題に分けて、保全上必要な対策をまとめたものです。

提言（3ページ）ならびに、参考資料（4ページ）をお送りいたします。これらは山

階鳥類研究所のウェブサイト　http://www.yamashina.or.jp　からもダウンロード可能

です。

震災前の三貫島（岩手県釜石市）。ヒメクロウミツバ

メ（絶滅危惧 II 類）などの海鳥類の繁殖地。津波等

による影響が懸念され、現状把握が望まれる。

日本では三陸沖の島でしか繁殖しないクロコシ

ジロウミツバメ（絶滅危惧 IA 類）。繁殖地の現

状把握が求められる。

※上掲の写真（デジタルデータ）をご希望の方は

右記までご連絡ください。
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財団法人 山階鳥類研究所 

 

 

2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災は、被災地に壊滅的な被害をもたらし、わが

国の社会・経済の根幹を揺るがしています。被害を受けた人々の一刻も早い生活の再建が

何にもまして優先されるべきなのは当然ですが、今回の未曾有の規模の地震・津波・原子

力災害は、被災地とその周辺に生息する野生動植物にも多大な負の影響を与えていること

が推察されます。その影響の大きさを正確に評価し、野生動植物の保全を図ることは緊急

を要する課題の一つであるに違いありません。 

 

本提言は、われわれの研究や保護活動の主要な対象である野生鳥類について、保全上必

要となる対策をまとめたものです。鳥類を生息環境別に、海鳥・沿岸性鳥類・陸鳥の 3 つ

のグループに大別し、検討を行いました。これらはそれぞれ違った種類の危機に直面して

おり、必要な対策もグループごとに異なります。さらに、すべての鳥類に共通する課題も

あることから、これについては、文書の最後にとりまとめました。 

 

１．海鳥について 

(a) 繁殖地の物理的破壊の調査 

地震と津波によって東日本太平洋沿岸は甚大な被害を受けました。なかでも鳥類にとって

三陸沖は、海鳥の大規模な繁殖地となっている島を多数含み、海鳥の保全を考える上でと

ても重要な地域です。とくに、絶滅危惧 IA類にランクされるクロコシジロウミツバメは、

わが国ではこの海域でしか繁殖していません。また、岩手県三貫島には、絶滅危惧 II 類の

ヒメクロウミツバメの繁殖地が見られます。これら三陸沖の島々が物理的破壊を受けてい

る場合、海鳥の繁殖率の低下が引き起こされるおそれがあります。島々の多くは無人島で

あるため、現地の状況に関する情報が不足しています。早急な繁殖地の現状把握が求めら

れます。 

 

(b) 福島第一原子力発電所の事故にともなう採餌海域の汚染実態の調査 

三陸沖は、親潮と黒潮がぶつかる生産性のきわめて高い海域であり、海鳥の重要な繁殖地

を含むだけでなく、この地域で繁殖を行わない多数の海鳥が遠方より飛来し、餌を求める
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場所としても機能しています。例えば、伊豆諸島で繁殖するアホウドリやオオミズナギド

リは、繁殖期にこの海域を頻繁に訪れることが知られています。特にアホウドリは絶滅危

惧 II 類にランクされています。また、三陸沖は、ミズナギドリ類・海ガモ類・カモメ類な

ど、多数の海鳥が非繁殖期に滞在する海域でもあります。このため、福島第一原子力発電

所の事故にともなう海洋汚染が三陸沖に到達した場合、非常に広範囲の海鳥が被曝の被害

に会うことが懸念されます。今後、三陸沖に限らず、海鳥の遺体や放棄卵等を収集・分析

することで、汚染の広がりをモニタリングする必要があります。 

 

２．沿岸性鳥類について 

(a) 渡り中継地の現状に関する調査 

被災地には、宮城県の蒲生（がもう）干潟や鳥の海のように、沿岸性鳥類が春・秋の渡り

の際に利用する渡り中継地として重要な湿地が含まれていますが、これらの中継地は、今

回の地震による地盤沈下や津波による土砂流入等の影響によって、その機能を失った可能

性があります。これらの中継地を利用していた沿岸性鳥類には、エサ資源の欠乏による個

体数の減少が起きるおそれがあります。震災の前後で、これらの中継地における鳥類の生

息数に大きな変化が見られるかどうかを調査する必要があります。また、今回の震災の影

響で、東北地方に新たな湿地が形成され、そこが既存の渡り中継地の代替地として利用さ

れている可能性も考えられるので、その探索を行うことも必要です。 

 

(b) コアジサシの繁殖地に関する調査 

被災地の海岸や河川では、絶滅危惧 II 類にランクされるコアジサシが繁殖しています。既

存の繁殖地が津波等によって破壊された可能性がある一方で、それとは別の場所に新たな

繁殖地が形成されているかもしれません。コアジサシの繁殖地の分布を早急に再調査する

必要があります。 

 

３．陸鳥について 

(a) オオセッカの越冬地・渡り中継地に関する調査 

宮城県沿岸部の新北上川をはじめとする河川の河口には、絶滅危惧 IB類にランクされるオ

オセッカの越冬地や渡り中継地が多数存在しています。また、岩手県鵜住居（うのすまい）

にも本種の越冬地があります。これらの越冬地や中継地は、今回の震災にともなう地盤沈

下や津波の影響によって破壊されたおそれがあります。現状の早急な把握が必要とされて

います。 

 

４．すべてのグループに共通する課題 

(a) 個体群動態のモニタリングの必要性 

チェルノブイリ原子力発電所の事故が鳥類に与えた影響として、奇形個体の出現や個体数
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の減少が報告されています。その影響は長期に及び、事故後 25年を経た今もまだ継続して

います。福島第一原子力発電所で起きた今回の事故についても、これと同様の事態が生じ

るおそれがあります。今後、奇形個体の出現率や個体数の変動を長期間に渡ってモニタリ

ングすることが求められます。 

 

米国では、チェルノブイリ原子力発電所の事故を契機として、鳥類の個体数の変動（＝

個体群動態）をモニタリングする国家プロジェクトが開始されました。MAPS（Monitoring 

Avian Productive and Survivorship）と名付けられたこのプログラムは、毎年、全米各地

に設けられた定点観察地点で繁殖期の鳥類を捕獲し、幼鳥の捕獲数から出生率を、成鳥の

再捕獲率から生存率を導き出します。これら 2 つの値を用いることで鳥類の個体数の年変

動がモニタリングされています。わが国でも、同様のプロジェクトを早急に立ち上げるこ

とが望まれます。 

 

(b) 学術研究資料の被害状況の把握とレスキューの必要性 

鳥類の保全を図り、研究を進めていくには、標本や図書等の学術研究資料の蓄積が不可欠

ですが、被災地の博物館や大学等の施設に保管されていたこれらの資料は、今回の地震・

津波により、甚大な被害を受けたと考えられます。被害状況を早急に把握し、修繕や、場

合によっては移管等の必要な措置を取ることが求められています。 

 

参考資料．岩手県・宮城県・福島県の鳥類 

環境省（庁）からの委託を受け、山階鳥類研究所が実施した鳥類標識調査において、1983

年から 2009 年の 27 年間に岩手県・宮城県・福島県の 3 県で捕獲された鳥類の一覧。捕獲

個体数の合計が多いものから示した。 

 



放鳥数順 　　　　　　　　　グループの区分

（海）：海鳥　（沿）：沿岸性鳥類　（陸）：陸鳥

県名 岩手県 宮城県 福島県 合計

1983-2009　　新放鳥数 90,786 197,690 8,755 297,231
種名　　　　　　　　　　　　（グループ）　　　　　　　　　種数 124 205 81 221

1 ｵｵｼﾞｭﾘﾝ （陸） 4,175 78,689 867 83,731
2 ｶｼﾗﾀﾞｶ （陸） 38,936 23,272 656 62,864
3 ｱｵｼﾞ （陸） 21,959 26,199 2,436 50,594
4 ｽｽﾞﾒ （陸） 145 11,368 166 11,679
5 ｼｼﾞｭｳｶﾗ （陸） 4,474 3,059 442 7,975
6 ｳﾄｳ （海） 7,409 7,409
7 ｵｵﾖｼｷﾘ （陸） 218 4,773 470 5,461
8 ｳｸﾞｲｽ （陸） 2,236 3,052 156 5,444
9 ﾂﾊﾞﾒ （陸） 1,661 3,299 157 5,117

10 ｵｵﾐｽﾞﾅｷﾞﾄﾞﾘ （海） 2,837 2,188 5,025
11 ｸﾛｺｼｼﾞﾛｳﾐﾂﾊﾞﾒ （海） 4,488 4 4,492
12 ｶﾜﾗﾋﾜ （陸） 513 2,910 859 4,282
13 ﾎｵｼﾞﾛ （陸） 441 2,740 831 4,012
14 ｳﾐﾈｺ （沿） 2 2,711 2,713
15 ﾋｶﾞﾗ （陸） 2,059 203 10 2,272
16 ﾍﾞﾆﾏｼｺ （陸） 770 1,304 144 2,218
17 ｺﾖｼｷﾘ （陸） 251 1,753 15 2,019
18 ﾒｼﾞﾛ （陸） 158 1,570 33 1,761
19 ｸﾛｼﾞ （陸） 421 910 132 1,463
20 ﾉｺﾞﾏ （陸） 247 1,189 9 1,445
21 ﾓｽﾞ （陸） 346 761 159 1,266
22 ｷﾋﾞﾀｷ （陸） 81 914 5 1,000
23 ｺｼｼﾞﾛｳﾐﾂﾊﾞﾒ （海） 759 198 957
24 ﾄｳﾈﾝ （沿） 913 1 914
25 ﾒﾎﾞｿﾑｼｸｲ （陸） 119 695 8 822
26 ﾎｵｱｶ （陸） 32 698 45 775
27 ｺﾞｲｻｷﾞ 34 729 1 764
28 ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ （陸） 99 556 104 759
29 ｷｱｼｼｷﾞ （沿） 733 733
30 ﾀﾞｲｻｷﾞ 720 720
31 ｴﾅｶﾞ （陸） 236 348 121 705
32 ﾔﾏｶﾞﾗ （陸） 205 335 117 657
33 ﾉｼﾞｺ （陸） 581 59 640
34 ｺｼﾞｭﾘﾝ （陸） 110 469 40 619
35 ﾋﾖﾄﾞﾘ （陸） 99 493 14 606
36 ﾂｸﾞﾐ （陸） 116 403 38 557
37 ｾﾝﾀﾞｲﾑｼｸｲ （陸） 5 519 7 531
38 ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ （陸） 18 487 1 506
39 ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ （沿） 475 475
40 ｼﾒ （陸） 39 261 174 474
41 ｱｶﾊﾗ （陸） 112 347 11 470
42 ﾐﾔﾏﾎｵｼﾞﾛ （陸） 368 81 5 454
43 ｶﾜｾﾐ （陸） 32 312 47 391
44 ｵｵｾｯｶ （陸） 50 336 386
45 ﾁｭｳｻｷﾞ （陸） 357 357
46 ｼﾏｾﾝﾆｭｳ （陸） 115 236 1 352
47 ｴｿﾞﾑｼｸｲ （陸） 3 348 1 352
48 ﾏﾋﾜ （陸） 10 240 84 334
49 ｼﾛﾊﾗ （陸） 43 244 36 323
50 ｺｱｼﾞｻｼ 317 317
51 ﾀﾋﾊﾞﾘ （陸） 16 291 3 310
52 ｲｿｼｷﾞ 282 12 294
53 ﾉﾋﾞﾀｷ （陸） 73 214 2 289
54 ﾙﾘﾋﾞﾀｷ （陸） 58 176 30 264
55 ﾀｼｷﾞ 31 215 15 261
56 ﾊﾏｼｷﾞ （沿） 258 258
57 ｺｶﾞﾗ （陸） 188 54 7 249
58 ｿﾘﾊｼｼｷﾞ （沿） 244 244
59 ｾｯｶ （陸） 2 217 4 223
60 ﾖｼｺﾞｲ （陸） 7 209 3 219

（沿・陸）

（沿・陸）

（沿・陸）

（沿・陸）

（沿・陸）



種名　　　　（グループ）　　　　　　　　　 岩手県 宮城県 福島県 合計

61 ｱｶｹﾞﾗ （陸） 176 40 1 217
62 ｱﾄﾘ （陸） 48 125 32 205
63 ｱｵｻｷﾞ （陸） 201 201
64 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ 43 151 194
65 ｵｵｼﾞｼｷﾞ 1 193 194
66 ﾐｿｻｻﾞｲ （陸） 32 158 1 191
67 ｵｵﾙﾘ （陸） 3 158 1 162
68 ｷｸｲﾀﾀﾞｷ （陸） 33 119 1 153
69 ｸﾛﾂｸﾞﾐ （陸） 88 64 152
70 ﾋﾞﾝｽﾞｲ （陸） 49 86 3 138
71 ﾊｸｾｷﾚｲ （陸） 6 95 2 103
72 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ （沿） 100 100
73 ﾑｸﾄﾞﾘ （陸） 4 89 3 96
74 ｶﾙｶﾞﾓ 35 57 92
75 ｺｹﾞﾗ （陸） 27 64 91
76 ﾋﾊﾞﾘｼｷﾞ （沿） 86 2 88
77 ｵｵｿﾘﾊｼｼｷﾞ （沿） 86 1 87
78 ﾒﾀﾞｲﾁﾄﾞﾘ （沿） 73 73
79 ｺｶﾞﾓ 6 54 3 63
80 ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ （沿） 57 57
81 ｺｻｷﾞ 56 56
82 ｺﾙﾘ （陸） 10 42 52
83 ﾄﾗﾂｸﾞﾐ （陸） 3 46 49
84 ｸｲﾅ （陸） 3 45 48
85 ｼﾍﾞﾘｱｼﾞｭﾘﾝ （陸） 1 43 3 47
86 ｺﾁﾄﾞﾘ （沿） 46 46

ﾑﾅｸﾞﾛ （沿） 45 45
ﾔﾌﾞｻﾒ （陸） 9 36 45
ﾏｶﾞﾝ 43 43
ｱｵｱｼｼｷﾞ （沿） 43 43

89 ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ （沿） 41 1 42
90 ｺﾎｵｱｶ （陸） 13 28 41
91 ｳｽﾞﾗｼｷﾞ （沿） 40 40
92 ｱﾏｻｷﾞ （陸） 38 38
93 ｵｵﾊｸﾁｮｳ 36 36
94 ｵｸﾞﾛｼｷﾞ （沿） 30 5 35
95 ｳｿ （陸） 8 25 1 34
96 ﾊﾞﾝ （陸） 1 32 33
97 ﾋﾒｸﾛｳﾐﾂﾊﾞﾒ （海） 30 2 32
98 ｷｼﾞﾊﾞﾄ （陸） 4 20 7 31
99 ｺﾑｸﾄﾞﾘ （陸） 20 10 30

100 ｼｼﾞｭｳｶﾗｶﾞﾝ 29 29
101 ｺｻﾒﾋﾞﾀｷ （陸） 1 27 28
102 ﾊｷﾞﾏｼｺ （陸） 27 27

ｴﾘﾏｷｼｷﾞ （沿） 22 4 26
ﾏﾐﾁｬｼﾞﾅｲ （陸） 5 21 26
ﾍﾞﾆﾋﾜ （陸） 4 22 26
ｵﾊﾞｼｷﾞ （沿） 25 25
ｸｻｼｷﾞ （沿） 25 25
ﾋﾊﾞﾘ （陸） 1 23 24
ｺﾞｼﾞｭｳｶﾗ （陸） 13 10 1 24
ｶｹｽ （陸） 10 13 1 24
ｹﾘ （陸） 23 23
ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ （陸） 5 14 4 23

107 ｷﾘｱｲ （沿） 22 22
108 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ （沿） 20 20

ｵｵｺﾉﾊｽﾞｸ （陸） 1 17 1 19
ｱﾘｽｲ （陸） 4 11 4 19
ｱｵｹﾞﾗ （陸） 11 8 19
ﾏｷﾉｾﾝﾆｭｳ （陸） 9 9 1 19

110 ｺｵﾊﾞｼｷﾞ （沿） 18 18

105

106

109

87

88

103

104

（沿・陸）

（沿・陸）

（沿・陸）

（沿・陸）

（沿・陸）

（沿・陸）

（沿・陸）

（沿・陸）



種名　　　　（グループ）　　　　　　　　　 岩手県 宮城県 福島県 合計

111 ﾆｭｳﾅｲｽｽﾞﾒ （陸） 1 16 17
ｺﾊｸﾁｮｳ （沿・陸） 1 13 14
ｺｱｵｱｼｼｷﾞ （沿） 14 14
ﾖﾀｶ （陸） 14 14
ｲﾜﾂﾊﾞﾒ （陸） 10 4 14
ｷｾｷﾚｲ （陸） 1 4 9 14
ｶｲﾂﾌﾞﾘ （沿・陸） 11 11
ｷｼﾞ （陸） 2 9 11
ｼﾉﾘｶﾞﾓ （沿） 10 10
ｶﾔｸｸﾞﾘ （陸） 7 2 1 10
ｴｿﾞﾋﾞﾀｷ （陸） 10 10
ｶﾞﾋﾞﾁｮｳ （陸） 1 9 10
ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ （沿・陸） 9 9
ﾋｸｲﾅ （陸） 3 6 9
ﾔﾏｼｷﾞ （陸） 2 6 8
ﾕﾘｶﾓﾒ （沿） 8 8
ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ （陸） 1 7 8
ｽｽﾞｶﾞﾓ （沿） 1 6 7
ｱｶｱｼｼｷﾞ （沿） 7 7
ﾌｸﾛｳ （陸） 3 2 2 7
ｺﾏﾄﾞﾘ （陸） 2 5 7
ﾏﾐｼﾞﾛ （陸） 7 7
ｻﾝｺｳﾁｮｳ （陸） 1 6 7
ｵﾅｶﾞ （陸） 4 3 7
ﾍﾞﾆｽｽﾞﾒ （陸） 4 3 7
ﾏｶﾞﾓ （沿・陸） 6 6
ﾊｲﾀｶ （陸） 4 2 6
ｵｵﾊﾞﾝ （沿・陸） 6 6
ﾀﾞｲｾﾞﾝ （沿） 6 6
ｵｼﾞﾛﾄｳﾈﾝ （沿） 6 6
ﾐﾕﾋﾞｼｷﾞ （沿） 6 6
ﾋﾚﾝｼﾞｬｸ （陸） 6 6
ﾑｷﾞﾏｷ （陸） 1 5 6
ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ （陸） 6 6
ｻｼﾊﾞ （陸） 5 5
ﾋﾒｸｲﾅ （陸） 5 5
ﾀﾏｼｷﾞ （陸） 5 5
ｱｼﾞｻｼ （沿） 5 5
ｵｼﾄﾞﾘ （陸） 2 2 4
ｵｵﾀｶ （陸） 1 3 4
ﾉｽﾘ （陸） 4 4
ﾒﾘｹﾝｷｱｼｼｷﾞ （沿） 4 4
ｶｯｺｳ （陸） 2 1 1 4
ﾂﾂﾄﾞﾘ （陸） 4 4
ﾄﾗﾌｽﾞｸ （陸） 1 3 4
ｵｵﾏｼｺ （陸） 2 1 1 4
ｼﾏｱｼﾞ （沿） 3 3
ｼﾏｸｲﾅ （陸） 1 2 3
ﾖｰﾛｯﾊﾟﾄｳﾈﾝ(ﾆｼﾄｳﾈﾝ) （沿） 3 3
ｻﾙﾊﾏｼｷﾞ （沿） 3 3
ﾎｳﾛｸｼｷﾞ （沿） 3 3
ﾁｭｳｼﾞｼｷﾞ （陸） 3 3
ｶﾜｶﾞﾗｽ （陸） 2 1 3
ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ （陸） 1 2 3
ﾑｼﾞｾｯｶ （陸） 2 1 3
ｼﾏｱｵｼﾞ （陸） 3 3
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種名　　　　（グループ）　　　　　　　　　 岩手県 宮城県 福島県 合計

ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ （沿・陸） 2 2
ｳｽﾞﾗ （陸） 2 2
ｵｵﾒﾀﾞｲﾁﾄﾞﾘ （沿） 2 2
ﾂﾙｼｷﾞ （沿） 2 2
ﾊﾘｵｼｷﾞ （沿・陸） 1 1 2
ｱｶｴﾘﾋﾚｱｼｼｷﾞ （沿・陸） 2 2
ｺﾉﾊｽﾞｸ （陸） 2 2
ｻﾝｼｮｳｸｲ （陸） 2 2
ｵｶﾞﾜｺﾏﾄﾞﾘ （陸） 1 1 2
ｴｿﾞｾﾝﾆｭｳ （陸） 2 2
ｻﾒﾋﾞﾀｷ （陸） 2 2
ｱｶﾏｼｺ （陸） 2 2
ｱﾋﾞ （沿） 1 1
ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ （沿・陸） 1 1
ｵｰｽﾄﾝｳﾐﾂﾊﾞﾒ （海） 1 1
ｶﾜｳ （沿・陸） 1 1
ｻｻｺﾞｲ （陸） 1 1
ﾋｼｸｲ （沿・陸） 1 1
ﾖｼｶﾞﾓ （沿・陸） 1 1
ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ （沿・陸） 1 1
ﾎｼﾊｼﾞﾛ （沿・陸） 1 1
ﾐｺｱｲｻ （沿・陸） 1 1
ｸﾏﾀｶ （陸） 1 1
ﾊﾔﾌﾞｻ （陸） 1 1
ｺﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ （陸） 1 1
ｺｼﾞｭｹｲ （陸） 1 1
ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ （沿） 1 1
ｱﾒﾘｶｳｽﾞﾗｼｷﾞ （沿） 1 1
ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ （沿） 1 1
ｼﾞｭｳｲﾁ （陸） 1 1
ﾎﾄﾄｷﾞｽ （陸） 1 1
ｱｵﾊﾞｽﾞｸ （陸） 1 1
ｱﾏﾂﾊﾞﾒ （陸） 1 1
ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ （陸） 1 1
ﾑﾈｱｶﾀﾋﾊﾞﾘ （陸） 1 1
ﾔﾏﾋﾊﾞﾘ （陸） 1 1
ｲﾅﾀﾞﾖｼｷﾘ （陸） 1 1
ﾁﾌﾁｬﾌ （陸） 1 1
ｷﾀﾔﾅｷﾞﾑｼｸｲ （陸） 1 1
ｷﾏﾕﾑｼｸｲ （陸） 1 1
ﾁｮｳｾﾝﾒｼﾞﾛ （陸） 1 1
ｼﾗｶﾞﾎｵｼﾞﾛ （陸） 1 1
ｻﾊﾞﾝﾅｼﾄﾄﾞ(ｸｻﾁﾋﾒﾄﾞﾘ) （陸） 1 1
ｺﾍﾞﾆﾋﾜ （陸） 1 1
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